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研究内容 

 

現在、癌細胞の代謝には正常細胞の代謝とは異なる点の多いことに着目して、癌細胞代謝を標的とする

新たな抗白血病治療法の開発を行っています。これまでの研究で、正常細胞には低毒性でありながら、癌細

胞には著明な細胞増殖抑制を示す薬物をいくつか見出しており、基礎的な検討を加えて臨床応用の可能性

を模索しています。これらの研究は、謎の多い癌細胞代謝のさらなる解明とともに、臨床的にも低侵襲的な抗

癌療法の進歩につながると考えられ、癌治療の副作用に悩んでいる患者様に福音をもたらすべく努力を重ねて

おります。 
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